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平
成
27
年
　
第
２
回
町
議
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た

■
議
会
事
務
局
か
ら

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

黒
澤
民
彦
さ
ん
が

四
国
行
政
評
価
支
局
長
表
彰

を
受
賞

■
総
務
課
か
ら

　本議会の審議の結果は次のとおりです。    6/
  11～18

【議案等表決結果一覧表】

議案番号 件　　　　名 議決の結果

第53号議案
第54号議案
第55号議案
第56号議案
第57号議案
第58号議案

第59号議案
第60号議案

第61号議案

第62号議案
第63号議案
第64号議案
第65号議案

第66号議案
第67号議案
諮問第１号

愛南町執行機関の附属機関設置条例の一部改正について
愛南町母子家庭医療費助成条例の一部改正について
ポンプ車購入契約について
小型動力ポンプ普通積載車購入契約について
あけぼのグラウンド改修工事請負契約について
平成27年度愛南町簡易水道特別会計補正予算（第1号）
について
平成27年度愛南町一般会計補正予算（第1号）について
平成27年度愛南町上水道事業会計補正予算（第1号）に
ついて
平成27年度愛南町病院事業会計補正予算（第1号）につ
いて
町有財産の無償貸付について
愛南町道路線の認定について
愛南町道路線の認定について
農山漁村活性化プロジェクト支援交付金（里地棚田整
備事業）増田地区の実施について
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
愛南町過疎地域自立促進計画の変更について
人権擁護委員候補者の推薦について

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案適任

【一般質問】
4名の議員が一般質問を行いました。

渡邊知彦議員
①愛南町地域医療を考える特別委員会の報告について
②愛南町再生可能エネルギービジョンについて

宮下一郎議員
①空き家等対策特別措置法について
②木造住宅の耐震診断・耐震改修補助について

草木原由幸議員 ①僧都ウインドシステム発電事業について

西口　孝議員
①再生可能エネルギー活用、推進のための「町の役割」と「設置
基準・要項」等の作成について
②愛南町版、まち、ひと、しごと、創生総合戦略について

　
に
ぎ
た
つ
会
館
（
松
山
市
）
で
開
催
さ

れ
た
「
平
成
27
年
度
行
政
相
談
委
員
全

体
会
議
」
で
功
労
者
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
愛
南
町
の
行
政
相
談
委
員 

黒
澤
民た

み

彦ひ
こ

さ
ん
が
、
総
務
省
四
国
行
政
評
価
支

局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
行
政
相
談

委
員
と
し
て
、
住
民
か
ら
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
受
け

付
け
、
そ
の
解
決
や
実
現
の
た
め
に
地

道
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
黒
澤
さ
ん
の
功
労
に
敬
意
を
表
し
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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171億3,082万7千円

町税
（10.57％）
18億1,004万7千円

歳入執行総額

地方交付税
（48.49％）
83億634万2千円

国庫支出金
（6.62％）
11億3,340万2千円

県支出金
（4.80％）
8億2,221万7千円

分担金及び負担金（1.55％）
2億6,488万5千円

使用料及び
手数料
（1.14％）
1億9,538万9千円

繰越金
（4.80％）
8億2,222万4千円

町債
（17.00％）
29億1,250万円

その他（5.05％）
8億6,382万1千円

町からのお知らせ

その他の収入
地方譲与税・利子割交付金・配当割交付金・株式等
譲渡所得割交付金・地方消費税交付金・自動車取得
税交付金・地方特例交付金・交通安全対策特別交付
金・財産収入・寄附金・繰入金・諸収入

※構成比はそれぞれの区分ごとに四捨五入
しているため、区分ごとの合計は100％にな
らないことがあります。

予算執行状況

（下半期）についてお知らせします。

歳入予算内訳

区　　分 予 算 額

町税 17億8,787万6千円

地方交付税 82億1,946万2千円

分担金及び負担金 2億6,768万7千円

使用料及び手数料 1億8,628万4千円

国庫支出金 12億9,412万1千円

県支出金 8億6,238万3千円

繰越金 8億2,222万3千円

町債 35億4,820万円

その他の収入（※） 7億4,315万3千円

歳出予算内訳

区　　分 予 算 額

総務費 36億8,345万2千円

民生費 36億4,774万9千円

衛生費 13億9,164万9千円

農林水産業費 14億9,835万円

商工費 2億8,951万6千円

土木費 9億2,773万2千円

消防費 15億4,650万7千円

教育費 13億2,025万7千円

公債費 25億2,486万9千円

その他の支出（※） 9億130万8千円

  平成26年度における愛南町の財政状況をお知らせします。
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総務費
（19.50％）
32億1,004万3千円

164億6,277万4千円
民生費
（21.30％）
35億627万3千円

衛生費
（8.12％）
13億3,660万9千円

農林水産業費
（6.94％）
11億4,267万1千円

土木費
（4.80％）
7億9,101万8千円

消防費
（9.26％）
15億2,390万6千円

教育費
（7.87％）
12億9,577万4千円

公債費
（15.32％）
25億2,290万9千円

商工費（1.52％）
2億5,063万3千円

その他（5.36％）
8億8,293万8千円

歳出執行総額

その他の支出

人件費

物件費

18.54％

0.59％9.14％

4.65％

15.32％

22.53％
6.94％

8.57％

13.72％

扶助費

補助費等

普通建設
事業費

公債費

繰出金

積立金

その他の支出
議会費・諸支出金・災害復旧費

歳 入 総 額 171億3,082万7千円

歳 出 総 額 164億6,277万4千円

歳 入 歳 出 差 引 額 6億6,805万3千円

翌年度に繰り越すべき財源 8,972万6千円

実 質 収 支 5億7,832万7千円

その他の支出
維持補修費
災害復旧事業費
投資及び出資金
貸付金

一般会計の　

性質別歳出
決算収支の状況

 平成26年度 愛南町の予算執行状況  
愛南町財政事情の作成及び公表に関する条例に基づき　
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特別会計の予算執行状況

⑴国民健康保険特別会計 ⑵介護保険特別会計 ⑶後期高齢者医療特別会計

予算額 37億3,625万7千円 予算額 30億2,486万3千円 予算額 2億8,200万円 

収入済額 37億1,875万8千円 収入済額 30億3,622万7千円 収入済額 2億8,341万9千円 

支出済額 36億8,099万1千円 支出済額 29億8,278万8千円 支出済額 2億7,505万3千円 

歳入歳出差引額 3,776万7千円 歳入歳出差引額 5,343万9千円 歳入歳出差引額 836万6千円 

⑷簡易水道特別会計 ⑸小規模下水道特別会計 ⑹浄化槽整備事業特別会計

予算額 3億8,034万9千円 予算額 1億4,050万円 予算額 1億4,557万6千円 

収入済額 2億9,355万6千円 収入済額 1億4,052万8千円 収入済額 1億4,509万7千円 

支出済額 2億8,710万6千円 支出済額 1億3,861万3千円 支出済額 1億4,425万円 

歳入歳出差引額 645万円 歳入歳出差引額 191万5千円 歳入歳出差引額 84万7千円 

⑺温泉事業等特別会計 ⑻旅客船特別会計

予算額 7,040万円 予算額 2,299万6千円

収入済額 7,156万1千円 収入済額 2,299万7千円

支出済額 6,813万7千円 支出済額 2,288万1千円

歳入歳出差引額 342万4千円 歳入歳出差引額 11万6千円

⑼上水道事業会計 ⑽病院事業会計
１．収益的収支 １．収益的収支

予算額
収入 5億8,300万円 

予算額
収入 6億8,300万円 

支出 5億8,300万円 支出 6億8,300万円 

収入済額 5億8,441万円 収入済額 5億9,454万5千円 

支出済額 5億7,335万円 支出済額 6億3,653万5千円 

歳入歳出差引額 1,106万円 歳入歳出差引額 △4,199万円

２．資本的収支 ２．資本的収支

予算額
収入 9,634万4千円 

予算額
収入 275万4千円 

支出 3億1,342万6千円 支出 3,176万9千円 

収入済額 7,063万9千円 収入済額 275万4千円 

支出済額 2億7,850万2千円 支出済額 3,170万円 

歳入歳出差引額 ※△2億786万3千円 歳入歳出差引額 ※△2,894万6千円

※上水道事業会計における資本的収入額が

資本的支出額に不足する額 2億786万3千円

は、消費税及び地方消費税資本的収支調整額 

551万1千円、過年度分損益勘定留保資金 1

億5,194万6千円、当年度分損益勘定留保資金 

4,690万6千円及び減債積立金 350万円で補填

しました。

※病院事業会計における資本的収入額が資本

的支出額に不足する額 2,894万6千円は、消費

税及び地方消費税資本的収支調整額 62万5千

円及び過年度分損益勘定留保資金 2,832万1千

円で補填しました。
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財産の状況

⑴土地・建物 （平成26年度末現在） ⑵動産

区　分 土　地 建　物 区分 現在高

本庁舎 11,314.88㎡ 2,599.49㎡ 深浦浮桟橋 1個

その他の
行政機関

消防施設 8,479.51㎡ 3,805.74㎡ 青桐桟橋 1個

その他の施設 18,587.93㎡ 15,548.27㎡

公共用
財産

学校 343,644.30㎡ 84,411.08㎡ ⑶工作物

公営住宅 77,661.79㎡ 36,022.90㎡ 区分 現在高

公園 52,693.00㎡ 252.31㎡ 浄化槽 579基

その他の施設 681,017.71㎡ 92,652.63㎡

宅地 91,587.66㎡ 3,690.80㎡ ⑷無体財産権

田畑 10,319.54㎡ － 区分 現在高

山林 19,731,519.64㎡ － 商標権 4件

その他 275,305.06㎡ 275.22㎡

合計 21,302,131.02㎡ 239,258.44㎡ ⑸出資金・出捐金

6億4,930万5千円
⑹基金

区　分 現在高 区　分 現在高

財政調整基金 38億5,341万4千円 人材育成基金 6,683万7千円

減債基金 6億80万円 産業振興基金 1億2,010万7千円 

地域福祉基金 7億5,489万円 諏訪公園管理基金 433万6千円 

公共施設整備基金 11億5,009万5千円 西海ストックヤード管理基金 2,046万7千円 

文化振興基金 1,023万4千円 肉用牛貸付基金 1,932万5千円 

地域振興基金 2億4,907万7千円 高齢者等肉用牛貸付基金 722万8千円 

ふるさと創生基金 8,186万3千円 地域活性化基金 27億6,000万円 

公営住宅建設基金 1,031万円 ふるさとづくり基金 8,521万7千円 

水資源対策基金 2億5,358万9千円 土地開発基金 1億216万5千円

中山間ふるさと水と土保全基金 4,960万1千円 国民健康保険財政調整基金 5,330万2千円 
※基金現在高を町民１人当たりに換算すると、約43万8千
円になります（平成27年3月31日現在の住民基本台帳人口
23,412人により算出）。

計　　　　　102億5,285万7千円 

地方債・一時借入金の状況
（平成26年度末現在）

会　計
現在高

地方債
一時
借入金

一般会計 209億6,989万8千円 －

簡易水道特別会計 11億6,955万3千円 －

小規模下水道特別会計 9億9,472万2千円 －

浄化槽整備事業特別会計 1億5,310万1千円 －

上水道事業会計 21億5,056万6千円 －

計 254億3,784万円 －

※地方債現在高を町民１人当たりに換算

すると、約108万7千円になります。

（平成27年3月31日現在の住民基本台帳

人口23,412人により算出）
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協定を締結し、握手を交わす釣井正
まさ

彦
ひこ

中浦郵便局長（写真左）と清水雅
まさ

文
ふみ

町長

協
定
の
締
結
で
災
害
時
の
体
制
を
強
化

■
防
災
対
策
課
、
総
務
課
か
ら

職
場
体
験
、将
来
の
夢
に
活
か
し
ま
す

■
総
務
課
か
ら

（撮影：御荘中3年　土居佑
ゆう

也
や

） （撮影：御荘中3年　中道穂
ほの

香
か

）

【広報紙取材体験（写真撮影やインタビューを行いました。）】

協定書に署名する愛媛CATVの宮内社長

（写真右）と清水町長

　
愛
南
町
は
、
災
害
発
生
時
の
被
害
拡
大
の
防
止
や
住
民
生
活
の
安
全
安
心

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
郵
便
局
等
及
び
㈱
愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
災
害
時
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
７
月
上
旬
、
御
荘
中
、
城
辺
中
、

一
本
松
中
が
職
場
体
験
を
実
施
し
、

各
中
学
校
の
３
年
生
が
町
内
の
公
共

機
関
や
事
業
所
な
ど
で
様
々
な
勤
労

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
役
場
本
庁
で
は
御
荘
中
の
２
名

（
７
月
２
日
、
３
日
）、
城
辺
中
の
２

名（
７
月
８
日
、
９
日
）
が
庁
舎
内
の

い
ろ
い
ろ
な
課
を
回
り
、
そ
の
業
務

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
消
防
署
で
職
場
体
験
を
行
う
生
徒

へ
の
取
材
や
広
報
紙
の
記
事
作
成
を

中
学
生
が
行
い
ま
し
た
の
で
、
紹
介

し
ま
す
。

【
広
報
紙
記
事
作
成
体
験
】

　
（
記
事

：

城
辺
中
３
年
　
山
本
健け

ん

太た

郎ろ
う

、
赤
松
藍ら

ん

）

　
城
辺
中
学
校
の
職
場
体
験
は
、
７

月
８
日
と
９
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
愛
南
町
役
場
を
含
む
町
内
38
の
事

業
所
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
同
校
３

年
生
が
自
己
の
進
路
を
考
え
る
契
機

と
し
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
で
は
、学
校
で
は
で
き
な

い
こ
と
や
教
え
て
も
ら
え
な
い
こ
と

を
体
験
し
、生
徒
は
「
役
場
の
方
々
が

町
民
の
た
め
に
一
生
懸
命
仕
事
を
し

て
い
る
姿
を
見
て
、自
分
も
人
の
た
め

に
働
け
る
仕
事
を
見
つ
け
た
い
」
と

話
し
、夢
の
実
現
に
向
け
て
確
か
な
手

ご
た
え
を
得
た
様
子
で
し
た
。

　
職
場
体
験
学
習
は
、
中
学
生
が
正

し
い
勤
労
観
を
養
う
と
と
も
に
自
身

の
進
路
選
択
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
地
域
の
方
々
に
ご
協

力
い
た
だ
き
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
と
町
内
12
郵
便
局
及
び
宇

和
島
郵
便
局
は
、
災
害
時
の
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
で
は
、
郵
便
局
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
広
報
活
動
、
避

難
所
へ
の
臨
時
郵
便
差
出
箱
の
設

置
、
被
災
者
が
差
し
出
す
郵
便
物
の

料
金
免
除
の
ほ
か
、
被
災
者
同
意
の

上
で
作
成
し
た
避
難
先
リ
ス
ト
等
の

情
報
の
相
互
提
供
な
ど
、
災
害
等
発

生
時
に
お
け
る
相
互
の
協
力
事
項
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
愛
南
町
と
㈱
愛
媛
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
宮

内
隆

た
か
し

社
長
）
は
、
災
害
時
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
で
は
、
災
害
等
が
発
生

し
た
際
の
緊
急
放
送
の
実
施
や
、
避

難
所
等
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
の
提
供
な
ど
に
つ
い
て
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
締
結
式
で
宮
内
社
長
は
、
「
災
害

発
生
時
、
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
情
報
が
特
に
重
要
。
そ
の
よ
う
な

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
域
に
貢

献
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

 7/
     3
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暴
力
団
の
い
な
い
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

■
総
務
課
か
ら

笑
顔
で
こ
こ
ろ
を
健
康
に

■
保
健
福
祉
課
か
ら

講演する枝廣篤昌先生

「
危
険
物
取
扱
者
試
験
」
と

「
準
備
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
す

■
消
防
本
部
か
ら

 6/
   20

　
暴
力
団
を
排
除
し
て
平
和
で
住
み

よ
い
町
を
築
こ
う
と
、
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
暴
力
追
放
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｎ

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
県
警
暴
力
団
対
策
室

の
村
上
靖や

す

志し

室
長
が
暴
力
団
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
愛

媛
弁
護
士
会
民
事
介
入
暴
力
対
策
委

員
会
の
髙
橋
直な

お

人と

委
員
長
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
髙
橋
委
員
長

は
講
演
で
、
「
不
当
要
求
に
応
じ
る

こ
と
が
次
の
要
求
の
き
っ
か
け
と
な

　
「
こ
こ
ろ
が
元
気
に 

〜
地
域
の

絆 

み
ん
な
の
笑
顔
〜
」
を
テ
ー
マ

に
「
第
５
回 

健
康
・
生
き
い
き
・

プ
ラ
ン
推
進
大
会
」
を
開
催
し
、
約

２
５
０
名
が
参
加
し
て
こ
こ
ろ
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
町
担
当
者
に
よ
る
愛

南
町
健
康
増
進
計
画
「
健
康
・
生
き

い
き
・

プ
ラ
ン
（
平
成
19
年
度
策

定
）
」
の
進
捗
状
況
の
報
告
や
、
社

会
人
落
語
日
本
一
の
経
歴
を
持
つ
豊

岡
台
病
院
（
四
国
中
央
市
）
の
枝え

だ

廣ひ
ろ

篤あ
つ

昌ま
さ

院
長
に
よ
る
講
演
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
枝
廣
先
生
は
「
笑
い
の

チ
カ
ラ 

〜
笑
っ
て
イ
キ
イ
キ
健
康

ラ
イ
フ
！
〜
」
と
題
し
た
講
演
で
、

笑
い
が
痛
み
を
和
ら
げ
た
り
血
糖
値

を
下
げ
た
り
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
た
ほ
か
、
「
ス
ト
レ
ス
発

散
の
た
め
に
大
事
な
こ
と
は
笑
う
こ

と
」
で
あ
り
、
「
作
り
笑
い
で
も
効

果
が
あ
る
の
で
、
辛
い
と
き
こ
そ
鏡

の
前
で
笑
い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
Ａ
Ｋ
Ｇ
２
０
１
５（
あ
い

な
ん
健
康
劇
団
）
」
に
よ
る
健
康
劇

る
。
反
社
会
的
勢
力
と
付
き
合
わ
な

い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
」

と
、
暴
力
団
と
の
関
係
を
持
た
な
い

よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
大
会
宣
言
で
は
、
岡
田
敏と

し

弘ひ
ろ

副

町
長
が
「
被
害
届
を
す
ぐ
に
出
す

勇
気
」、「
要
求
を
き
っ
ぱ
り
断
る
勇

気
」、「
嫌
が
ら
せ
に
絶
対
に
負
け
な

い
勇
気
」
を
住
民
一
人
一
人
が
実
践

し
、
「
平
和
で
明
る
く
住
み
よ
い
愛

南
町
」
の
実
現
に
ま
い
進
す
る
こ
と

を
宣
言
し
ま
し
た
。

の
披
露
や
、
町
内
園
児
が
描
い
た

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
絵
」
の
展

示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
27
年
度
危
険
物
取
扱
者

試
験(

第
２
回)

】

試
験
日
　
10
月
25
日（
日
）　
10
時
〜

会
場
　
県
立
吉
田
高
等
学
校
、
県
立

八
幡
浜
工
業
高
等
学
校
ほ
か

願
書
受
付
　
８
月
28
日（
金
）〜
９
月

７
日（
月
）　
必
着

試
験
種
類
　
甲
・
乙
・
丙
種
の
全
種

類
（
吉
田
会
場
は
乙
種
第
４
類
と
丙

種
の
２
種
類
）

受
験
料
　
甲
種
　
５
，０
０
０
円

　
　
　
　
乙
種
　
３
，４
０
０
円

　
　
　
　
丙
種
　
２
，７
０
０
円

受
験
願
書
配
付
場
所
　
愛
南
町
消
防

本
部

【
準
備
講
習
会
】

日
時
　
９
月
18
日
（
金
）
、
19
日
（
土
）

の
２
日
間

会
場
　
宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

消
防
本
部
　
４
階
大
会
議
室

受
講
料
　
会
員
　
　
６
，３
０
０
円

　
　
　
　
非
会
員
　
８
，８
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
で
す
。

問
合
せ

　
愛
南
町
消
防
本
部 

℡
７
２
―

０
１
１
９

 6/
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「
盆
飯
作
り
体
験
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
の
臨
時
運
転
手
を

登
録
制
に
よ
り
募
集
し
ま
す

■
財
産
管
理
課
か
ら

10
年
の
時
を
経
て
須
ノ
川
の
夏
が
蘇
る
！

「〝
復
活
〞
須
ノ
川
公
園
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す

■
内
海
地
域
公
民
館
か
ら

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
で

は
、
「
盆
飯
作
り
体
験
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
南
予
の
伝
承
的
な
盆
行
事
の
一
つ
で
あ
る
盆
飯

作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
20
日（
木
） 

　
　
　
10
時
〜（
少
雨
決
行
）

場
所
　
旧
満
倉
小
学
校

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

体
験
料
　
１
人
　
１
，５
０
０
円

申
込
締
切
日
　
８
月
14
日（
金
）

問
合
せ

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
現
在
、
財
産
管
理
課
で
管
理
し
て

い
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
の
臨
時
運
転

手
を
登
録
制
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

※
あ
い
な
ん
バ
ス
及
び
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
臨
時
運
転
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

【
登
録
制
度
と
は
】
愛
南
町
で
臨
時

職
員
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
さ
れ

る
方
に
、
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る

職
種
や
勤
務
時
間
等
を
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
必
要
に
応
じ
て
登
録
者
の

中
か
ら
雇
用
条
件
に
合
う
方
を
選
考

し
、
採
用
す
る
制
度
で
す
。

申
込
期
間

　
８
月
17
日
（
月
）
か
ら
28
日
（
金
）
の

17
時
ま
で

※
必
要
に
応
じ
て
臨
時
職
員
と
業
務

契
約
す
る
た
め
、登
録
さ
れ
た
方
す
べ

て
を
採
用
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
登
録
条
件
や
手
続
き
等
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
財
産
管
理
課 

℡
７
２
―

７
３
１
０

　
内
海
夏
祭
り
は
昭
和
59
年
か
ら
平

成
17
年
ま
で
の
22
年
間
、
須
ノ
川
公

園
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
中
で
も
須
ノ
川
の
地
形
を
巧
妙

に
利
用
し
た
花
火
大
会
は
多
く
の
観

客
を
魅
了
し
、
一
躍
内
海
の
夏
の
風

物
詩
と
な
り
ま
し
た
。

　
廃
止
か
ら
10
年
。
現
在
で
も
多
く

の
フ
ァ
ン
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
く
中
、
内
海
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
団
体
「
う
ち
う
み
ま
ち
づ
く
り
連

合
〝
Ｙ
ｏ
ｍ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
連 

内
海
〞
」

と
内
海
地
域
公
民
館
で
は
、
み
ん
な

で
支
え
合
う
楽
し
い
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
地
域
住
民
が
集
い
・
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
須
ノ
川
公

園
の
夏
ま
つ
り
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
打
上
げ

花
火
５
０
０
発
が
夜
空
を
彩
る
ミ
ニ

花
火
大
会
も
行
う
予
定
で
す
。

　
10
年
の
時
を
経
て
須
ノ
川
の〝
夏
〞

が
蘇
り
ま
す
。
皆
さ
ん
一
緒
に
楽
し

い
一
夜
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日

　
８
月
９
日（
日
）

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

〜
朝
か
ら
夜
ま
で〝
ま
つ
り
〞一
色
〜

　
10
時
〜（
須
ノ
川
海
岸
）

◇
須
ノ
川
公
園
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

体
験
型
ツ
ア
ー（
事
前
予
約
者
の
み
）

　
14
時
〜（
元
越
海
岸
）

◇
大
地
引
網
ま
つ
り

　（
事
前
予
約
者
の
み
）

　
18
時
〜（
須
ノ
川
公
園
）

◇
須
ノ
川
ラ
ン
タ
ン
ま
つ
り

◇
園
児
ま
つ
り

◇
愛
南
の
歌
ま
つ
り

◇
歌
謡
ま
つ
り

◇
太
鼓
ま
つ
り

◇
花
火
ま
つ
り

問
合
せ

　

　
内
海
公
民
館 

℡
８
５
―

１
０
２
１
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日
曜
総
合
健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
保
健
福
祉
課
か
ら

■商工観光課から

なーしくんがゆるキャラ
　グランプリにエントリー!

なーしくんサポーターズ
（応援団）募集中!

　
愛
南
町
で
は
、
次
の
日
程
で
日
曜

総
合
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
に

な
っ
て
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い

方
、
９
月
・
10
月
の
健
診
を
受
診
で

き
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　
日
曜
総
合
健
診
は
無
料
で
す
が
、

申
込
み
が
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ

ん
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

健
福
祉
課
又
は
各
支
所
ま
で
必
ず
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
日
　

　
10
月
25
日（
日
）、
11
月
15
日（
日
）

場
所
　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
　
８
時
30
分
〜
11
時

　
　
　
　
　
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

※
胃
が
ん
検
診
の
受
付
は
11
時
ま
で

で
す
。

申
込
期
限(

期
限
厳
守)

【
10
月
25
日
健
診
分
】 

８
月
３
日（
月
）

〜
９
月
16
日（
水
）17
時
ま
で 

【
11
月
15
日
健
診
分
】 

８
月
３
日（
月
）

〜
10
月
８
日（
木
）17
時
ま
で 

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課 
℡
７
２
―

１
２
１
２

健
診
内
容

健
診
の
種
類

対
　
　
象

特
定
健
診

30
歳
以
上
の
方（
40
歳
以
上
の
方
は
受
診

券
と
保
険
証
が
必
要
で
す
。）

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

40
歳
以
上
の
方

子
宮
頸
が
ん
・
骨
粗
鬆
症
検
診

20
歳
以
上
の
女
性

乳
が
ん
検
診

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）

40
歳
以
上
の
女
性

（
各
日
午
前
90
名
、
午
後
40
名
限
定
）

乳
が
ん
検
診

（
乳
房
超
音
波
検
診
）

30
歳
〜
39
歳
の
女
性（
各
日
40
名
限
定
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

前
立
腺
が
ん
検
診

50
歳
以
上
の
男
性

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

40
歳
以
上
の
方（
過
去
に
健
診
や
医
療
機

関
な
ど
で
受
診
し
た
こ
と
の
な
い
方
）

問合せ　商工観光課 ℡７２ ―７３１５

　なーしくんをPRすることで全国の方々に
愛南町を知ってもらい、今後の観光客誘致
促進につなげるため、愛南町ご当地キャラク
ター「なーしくん」が『ゆるキャラグランプ
リ2015』にエントリーしました。
　ゆるキャラグランプリとは、全国に数多く
存在するゆるキャラの日本一を決定する人気
投票で、投票はパソコンや携帯電話などで行
えます。

　愛南町では、ゆるキャラグランプリで
「なーしくん」の応援をしていただける企業
や団体を「なーしくんサポーターズ」として
募集しています。サポーターズにご登録いた
だいた場合には、次の方法で当該企業・団体
を紹介させていただきます。
◇企業・団体名、所在地（市町村単位）、応援
メッセージを愛南町観光協会のホームページ
に掲載します。
◇愛媛CATVで放送する「なーしくんCM」
で企業・団体名を紹介します（テロップで放
送）。
　登録方法など、詳しくは町ホームページで
ご確認いただくか、お問い合わせください。

　なーしくんの今年の目標は、名前にちな
んで74位（なーし）です。
　投票方法など、詳しくは「ゆるキャラ
グランプリオフィシャルウェブサイト」
（http://www.yurugp.jp/）をご覧いただく
か、お問い合わせください。
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児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

所
得
状
況
届
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

音
楽
劇
「
冒
険
西
遊
記
」
を
上
演
し
ま
す

■
生
涯
学
習
課
か
ら

愛
南
ス
イ
ー
ト
・
ス
イ
ー
ツ
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
挙
式

カ
ッ
プ
ル
を
募
集
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

　
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状
況
届
を
次

の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
必

ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
受
給
資
格
者
に
は
個
別
に
通
知

し
て
い
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

受
付
日
時
・
場
所

◆
８
月
３
日（
月
）〜
５
日（
水
）

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
８
月
６
日（
木
）、
７
日（
金
）

　
９
時
〜
17
時
　
御
荘
支
所

◆
８
月
10
日（
月
）〜
14
日（
金
）

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
８
月
20
日（
木
）

　
９
時
〜
17
時
　
一
本
松
支
所

◆
８
月
21
日（
金
）

　
９
時
〜
17
時
　
西
海
支
所

◆
８
月
24
日（
月
）

　
９
時
〜
17
時
　
内
海
支
所

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

受
付
日
時
・
場
所

◆
８
月
11
日（
火
）〜
28
日（
金
）

　
※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
城
辺
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
こ
れ
ら
以
外
の
日
程
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
南
町
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
以

下
の
児
童
を
対
象
に
、
劇
団
ト
マ
ト

座
に
よ
る
音
楽
劇
「
冒
険
西
遊
記
」

を
上
演
し
ま
す
。
お
な
じ
み
悟
空
と

そ
の
仲
間
た
ち
の
愛
と
勇
気
の
物
語

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
　
町
内
に
住
む
小
学
生
以
下
の
児

童（
保
護
者
同
伴
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。）

日
時
　
８
月
９
日（
日
）

　
14
時
〜
15
時
30
分

　（
13
時
30
分
開
場
）

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。

問
合
せ 

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１

　
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ー
し
く

ん
が
心
温
ま
る
一
日
を
演
出
す
る
ブ

ラ
イ
ダ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
対

象
と
な
る
カ
ッ
プ
ル
に
は
、
披
露
宴

に
な
ー
し
く
ん
が
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
る
ほ
か
、
な
ー
し
く
ん
の
お
も
て

な
ー
し
ス
イ
ー
ツ
の
提
供
な
ど
の
特

典
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
結
婚
を
予
定
さ
れ
て
い
る
カ
ッ
プ

ル
の
方
な
ど
で
ご
興
味
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

応
募
資
格

　
平
成
27
年
11

月
〜
平
成
28
年

２
月
中
に
結
婚

披
露
宴
を
予
定

す
る
、
両
者
も

し
く
は
一
方
が
、

愛
南
町
在
住
者

（
出
身
者
も
可
）、

又
は
愛
南
町
に

職
場
が
あ
る
方

募
集
組
数
　

　
１
組
限
定
（
応

募
者
多
数
の
場

合
は
、選
考
の
上

決
定
し
ま
す
。）

特
典

　
な
ー
し
く
ん
の
出
演
、
愛
南
町
の

ス
イ
ー
ツ
の
提
供
な
ど

応
募
締
切
日
　

　
９
月
25
日（
金
）※
必
着

そ
の
他

　
町
外
で
行
う
披
露
宴
で
も
応
募
可

能
で
す
が
、
町
内
を
優
先
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ 

　
商
工
観
光
課 

℡
７
２
―

７
３
１
５
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「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実
に
し
た

犯
罪
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
町
民
課
か
ら

親
子
そ
ろ
っ
て
き
れ
い
な
歯

■
保
健
福
祉
課
か
ら

　
日
本
年
金
機
構
へ
の
不
正
ア
ク
セ

ス
事
案
で
は
、
皆
様
の
年
金
情
報
が

流
出
し
、
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。

　
政
府
は
、
皆
様
の
年
金
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
皆
様
に
お
気
を

付
け
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
日
本
年
金
機
構
を
名
乗
っ
て
口
座

番
号
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
者
や
、

「
流
出
し
た
個
人
情
報
を
削
除
し
て

あ
げ
る
」
と
持
ち
か
け
て
く
る
者
が

現
れ
て
い
ま
す
。

◇
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
こ
の
件
で

お
客
様
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
す

る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
流
出
が
確
認
さ
れ
た
方
へ
の
新

し
い
基
礎
年
金
番
号
は
、
郵
送
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で
お

客
様
に
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
要
求
す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

◇
日
本
年
金
機
構
が
、
こ
の
件
で
お

客
様
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
自
分
の
情
報
が
流
出
し
て
い
る

の
で
は
？
な
ど
、
ご
心
配
の
方
は
、

日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口
又
は

年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口

℡
０
１
２
０
―

８
１
８
２
１
１

※
番
号
は
、
平
成
27
年
11
月
以
降
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
受
付
時
間（
８
時
30
分
〜

午
後
９
時
・
平
日
及
び
土
日
）

　
宇
和
島
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
８
月
18
日（
火
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

　
電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

  

税
務
課
等
か
ら

８
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

3期分/

10期分

介

護

保

険

税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

2期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

　
「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
」(

愛
媛
県
、
県
歯
科
医
師
会
主

催)

で
、
御
荘
平
城
の
奥
野
千ち

尋ひ
ろ

さ

ん
、
双ふ

た

葉ば

ち
ゃ
ん
母
娘
が
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
２
０
１
４
年
度

に
県
内
で
３
歳
児
歯
科
健
診
を
受
け

た
幼
児
１
万
６
３
２
人
と
そ
の
親
を

対
象
に
２
次
審
査
ま
で
行
わ
れ
、

最
優
秀
賞
１
組
と
優
秀
賞
６
組
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
松
山
市
の
県
歯
科
医

師
会
館
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
賞
状

を
受
け
取
っ
た
奥
野
さ
ん
母
娘
は
、

２
人
そ
ろ
っ
て
に
っ
こ
り
と
、
白
い

歯
が
輝
く
素
敵
な
笑
顔
を
見
せ
ま
し

た
。

　
な
お
、
奥
野
さ
ん
母
娘
は
、
愛
媛

県
代
表
と
し
て
中
央
審
査
会
に
推
薦

さ
れ
ま
し
た
。

 6/
   27
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1236）までお
問い合わせください。

　無料で司法書士が相談を

お受けします。

※1回の相談人数は5人まで

で事前予約が必要です。定

員に達した場合は受付を終

了します。

　８月１１日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

無料法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　８月１９日（水）14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所

あ
　
い
　
な
　
ん
　
掲
　
示
　
板

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
か
ら

毎
月
勤
労
統
計
調
査
「
特
別
調
査
」
の
お
願
い

■
企
画
財
政
課
か
ら

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

■
防
災
対
策
課
か
ら

【
一
般
曹
候
補
生
】

受
験
資
格
　
18
歳
か
ら
26
歳
ま
で
の
方

第
一
次
試
験
日
及
び
試
験
地 

　
９
月
18
日（
金
） 

午
前

：

松
山
市
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
19
日（
土
） 

午
前

：

宇
和
島
市
役
所

【
自
衛
官
候
補
生
】

受
験
資
格
　
18
歳
か
ら
26
歳
ま
で
の
方

筆
記
試
験
日
及
び
試
験
地
　
９
月
18
日（
金
） 

午
後

：

松
山
市
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
19
日（
土
） 

午
後

：

宇
和
島
市
役
所

　（
女
子
）９
月
25
日（
金
）〜
29
日（
火
）の
い
ず
れ
か
１
日

：

陸
上
自
衛

隊
松
山
駐
屯
地

【
航
空
学
生（
自
衛
隊
パ
イ
ロ
ッ
ト
）】

受
験
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
。）で
20
歳
ま
で
の
方

第
一
次
試
験
日
及
び
試
験
地 

　
９
月
23
日（
水
・
祝
）

：

陸
上
自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

※
い
ず
れ
も
受
付
締
切
日
は
９
月
８
日（
火
）で
す
。

問
合
せ

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所 

℡
０
８
９
５
―

２
３
―

５
４
３
１

お知らせ

　
愛
媛
県
で
は
厚
生
労
働
省
の
委
託

を
受
け
、
今
年
７
月
31
日
現
在
で
、

常
用
雇
用
労
働
者
を
１
〜
４
人
雇
用

し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月

勤
労
統
計
調
査
「
特
別
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
事
業
所
に
お
け
る

賃
金
や
労
働
時
間
、
労
働
者
数
の
動

向
を
全
国
及
び
都
道
府
県
別
に
明
ら

か
に
す
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統
計
調
査

員
が
訪
問
し
調
査
票
を
作
成
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事

柄
は
「
統
計
法
」
に
よ
り
厳
し
く
秘

密
が
守
ら
れ
、
ま
た
、
統
計
以
外
の

目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　
県
庁 

統
計
課
生
活
統
計
係 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
２
６
７

　
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
、
８

月
30
日
（
日
）
か
ら
９
月
５
日
（
土
）
は

「
防
災
週
間
」
で
す
。

　
９
月
１
日
は
関
東
大
震
災
が
発
生

し
た
日
で
、
ま
た
、
暦
の
上
で
は

二
百
十
日
に
当
た
り
、
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
一
人
一
人

が
地
震
・
津
波
や
台
風
な
ど
の
災
害

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
こ
れ
に
対

処
す
る
心
が
ま
え
を
備
え
る
こ
と
を

目
的
に
「
防
災
の
日
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
防
災
週
間
に
は
次
の
こ
と
を
行
い

ま
し
ょ
う

○
非
常
時
持
出
袋
の
準
備
・
確
認
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
場
所
や
避
難
路
の
確
認
、
緊

急
時
の
連
絡
先
な
ど
家
族
で
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
誘
い
合
っ

て
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

○
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
対
策
や
家

屋
の
耐
震
化
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

　
防
災
対
策
課 
℡
７
２
―

０
１
３
１
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９
月
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
☆

■
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

８
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す

四
国
電
気
保
安
協
会
か
ら

南
レ
ク
公
園
の
土
地
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

南
予
地
方
局
か
ら

あいなん小児医療を守る会

キャラクター Ｍ-ZO君

　
こ
ん
に
ち
は
。
あ
い
な
ん
小
児

医
療
を
守
る
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す
。
今
年
も
「
あ
い
な
ん
医
療
研
修

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
兵
庫
県
丹
波
市
に

あ
る
丹
波
新
聞
社
の
記
者
、
足
立
智と

も

和か
ず

氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
講

演
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
足

立
氏
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
方

で
立
ち
上
げ
た
会
、
「
県
立
柏
原
病

院
の
小
児
科
を
守
る
会
」
の
設
立
に

携
わ
っ
た
り
、
医
師
不
足
や
医
療
崩

壊
な
ど
地
域
医
療
が
抱
え
る
問
題
に

関
す
る
講
演
を
、
全
国
各
地
で
行
っ

て
い
る
方
で
す
。
新
聞
記
者
さ
ん
が

講
師
、
と
い
う
の
は
今
回
が
初
め
て

で
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
視
点
か
ら

地
域
医
療
の
話
や
提
案
が
聞
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
兵
庫
県
と
い
え
ば
、
「
西
脇
小
児

医
療
を
守
る
会
」
と
い
う
会
も
あ
り

ま
す
。
「
県
立
〜
」
や
「
西
脇
〜
」

は
い
ず
れ
も
、
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
方
が
立
ち
上
げ
た
会
で
あ
り
、
医

師
不
足
を
訴
え
る
だ
け
で
な
く
、
適

正
受
診
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
の

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
な
ど
を
実
践
し

た
り
、
啓
発
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
私
た
ち
「
あ
い
な
ん
小

児
医
療
を
守
る
会
」
を
作
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
先
輩
お
母
さ
ん
方
の
会

で
も
あ
り
ま
す
。

 

「
あ
い
な
ん
医
療
研
修
会
」
は
、
９

月
５
日(

土)

の
13
時
〜
15
時
、
御
荘

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
託
児

も
あ
り
ま
す
。
今
後
、チ
ラ
シ
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
で
詳
細
を
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
長
時
間
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
だ
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
間
に
ホ
コ
リ
が
た
ま
り
、
湿
気

を
お
び
る
と
プ
ラ
グ
が
突
然
発
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
い
い
ま
す
が
、
火
災

の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
プ
ラ
グ
は
と
き
ど
き

点
検
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

電
気
安
全
の
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
  

（
一
財
）四
国
電
気
保
安
協
会 

愛
媛
支
部（
城
辺
事
業
所
） 

 

℡
７
３
―

１
２
５
６

お知らせ

問
合
せ

　

　
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会

℡
７
３
―

２
２
８
８

（
プ
ラ
ザ
じ
ょ
う
へ
ん
内
）

ainan.m
am
oru@
g
m
ail.com

　
愛
媛
県
で
は
、
南
レ
ク
公
園
利
用
者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
公
園
内
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
用
地
を
無
償
で
貸
与
し
、
民
間

事
業
者
の
方
々
と
協
力
し
て
南
レ
ク
公
園
を
整
備
す
る
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間 

◇
第
１
回
締
切
日
　
９
月
30
日（
水
）

◇
第
２
回
締
切
日
　
12
月
25
日（
金
）

◇
第
３
回
締
切
日
　
平
成
28
年
３
月
25
日（
金
） 

愛
媛
県
の
支
援

・
南
レ
ク
公
園
内
の
用
地
を
無
償
貸
与
し
ま
す
。

・
関
係
機
関
と
の
調
整
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

事
業
例
　
花
畑
、観
光
農
園
、ド
ッ
グ
ラ
ン
、牧
場
、Ｍ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ス
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
南
予
地
方
局 

建
設
企
画
課 

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
２
１
１（
内
線
４
１
９
）

お知らせ
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建
退
共
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
か
ら

「
難
病
患
者
交
流
会
」
の
ご
案
内

愛
媛
県
心
と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら

中
小
企
業
の
退
職
金

国
の
制
度
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
か
ら

無
料
労
働
相
談
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

愛
媛
県
労
働
委
員
会
か
ら

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き

建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興

を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
　
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

掛
金
　
日
額
３
１
０
円

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
建
退
共
愛
媛
県
支
部 

℡
０
８
９
―

９
４
３
―

５
４
０
６

お知らせ

　
愛
媛
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
難
病
患
者
さ
ん
や
ご
家
族

の
方
か
ら
療
養
上
の
悩
み
、
不
安
等
に
つ
い
て
電
話
や
面
接
で
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
「
患
者
交
流

会
」
で
は
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
患
者
・
家
族
同
士
の
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
、
当
セ
ン
タ
ー
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
難
病
と
診
断
さ
れ
た
方
、
診
断
は
受
け
て
い
な
い
が
難
病
で
お

困
り
の
方

日
時
　（
左
記
の
日
程
が
祝
祭
日
の
場
合
は
行
い
ま
せ
ん
。）

【
電
話
・
面
接
相
談
会
】
　
月
、
水
曜
日
　
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
曜
日
　
10
時
〜
12
時

【
患
者
交
流
会
】
　
金
曜
日
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
※
初
参
加
時
、
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所
　
愛
媛
県
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

問
合
せ

　
愛
媛
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

℡
０
８
９
―

９
１
７
―

８
７
８
４

お知らせ

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中
小
企
業
が
加
入
し
や
す
い
国
の

退
職
金
制
度
で
す
。

　
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
さ
ん
や
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま
す
。

【
国
の
制
度
だ
か
ら
安
全
・
安
心
】
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

【
社
外
積
立
で
ラ
ク
ラ
ク
管
理
】
管
理
や
運
用
の
手
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
お
得
】
節
税
に
加
え
、手
数
料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
中
小
企
業
退
職
金
事
業
本
部 

℡
０
３
―

６
９
０
７
―

１
２
３
４

お知らせ

　
「
パ
ワ
ハ
ラ
が
ひ
ど
い
」
、
「
突
然
解
雇
さ
れ
て
納
得
で
き
な
い
」
、

「
社
員
に
配
置
転
換
を
命
じ
た
が
理
由
な
く
拒
否
さ
れ
た
」
な
ど
労
使

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
労
働
委
員
会
は
、
公
正
・
中
立
的
な
立
場
で
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
を
図
る
た
め
の
専
門
機
関
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

事
務
局
職
員
相
談（
電
話
又
は
面
談
） 

　
平
日
の
８
時
30
分
〜
17
時
15
分 

※
随
時
受
付

労
働
委
員
専
門
相
談（
面
談
） 

　
原
則
、
毎
月
第
４
金
曜
日 

14
時
30
分
〜
17
時（
12
月
、
１
月
は
第
２

金
曜
日
に
行
い
ま
す
。）※
事
前
予
約
制
で
先
着
３
名
程
度
で
す
。

問
合
せ

　
愛
媛
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
９
９
６

お知らせ
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人それぞれ。

平
成
28
年
度 

男
子
大
学
生
の
新
入
寮
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

南
豫
明
倫
館
か
ら

愛
媛
県
警
察
官
を
募
集
し
ま
す

愛
南
警
察
署
か
ら

－あいなん音故地新－
　自分の考えと違うから、あの人はおかしい、ダメな人間、と決めつけるのは好きじゃな

い。あたしにはあたしの世界があるように、その人にもその人の世界があるやろう。あた

しの正しいと思うことがその人にとっても正しいわけじゃないやろう。あたしの目に青く

映る空もその人の目には灰色に見えることもある。

　例えばたまたま同じ考えの人が10人集まって9人があたしの考えにうなづいて残りの1

人が首をふったとしても、その人の考えが間違いなんて、そんなことはわからんからね。

違う世界にいけば残りの“1人”があたしかもしれん。そんなもんやからね。

　住んでる世界は小さい。そんな中で自分の思いと違うことに疑問を持ちながら過ごすな

ら、思い切って飛び出して違う世界を見るのもいい。

　ある思想家の言葉。「足並みの合わぬやつを咎めるな。

彼は、あなたの聞いているのとは別のもっと見事な太鼓の

音に足並みを合わせているのかもしれないのだ」…ものす

ごくしっくりきた。　　　　　　　　　　 （テノヒラkiku）

kikuさんのプロフィール
　アコースティックバンド「テノ

ヒラ」のボーカルとして、東京を

拠点に全国で活躍中。城辺小～城

辺中～南宇和高校出身

　
公
益
財
団
法
人
南
豫
奨
学
会
が
運
営
す
る
学
生
寮
「
南
豫
明
倫
館
」

（
東
京
都
小
金
井
市
）で
は
、平
成
28
年
度
の
入
寮
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
愛
南
町
か
ら
は
３
名
の
大
学
生
が
入
寮
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
員
　
約
25
名（
全
部
屋
個
室
で
す
。）

月
寮
費
　
５
万
５
千
円（
朝
夕
２
食
付 

※
日
曜
・
祝
祭
日
除
く
。）

入
寮
金
　
10
万
円（
入
寮
時
の
み
）

申
込
締
切
日
　
左
記
の
各
書
類
選
考
前
日
ま
で
。随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

◆
第
１
回
選
考

　（
書
類
選
考
） 

12
月
12
日（
土
）

　（
面
接
選
考
） 

12
月
19
日（
土
） 

※
宇
和
島
で
実
施
し
ま
す
。

◆
第
２
回
選
考

　（
書
類
選
考
） 

平
成
28
年
３
月
12
日（
土
）

　（
面
接
選
考
） 

平
成
28
年
３
月
19
日（
土
） 

※
宇
和
島
で
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ

　
南
豫
明
倫
館 

℡
０
４
２
―

３
８
３
―

９
８
３
５

　
　
　
　  

又
は
各
高
校
の
進
路
指
導
の
先
生

お知らせ

　
愛
媛
県
警
察
で
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日
採
用
予
定
で
警
察
官
（
高

校
卒
程
度
）を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方（
大
学
卒
業
者
又
は
大
学
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
。）

第
一
次
試
験
日
　
10
月
17
日（
土)

、
18
日（
日
）

応
募
締
切
日
　
９
月
４
日（
金
）

応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
愛
南
警
察
署 

℡
７
２
―

０
１
１
０

お知らせ


